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データベースを設定する

SnapManager を使用してバックアップするターゲットデータベースと、ターゲットデー
タベースメタデータを保存するリポジトリデータベースの少なくとも2つのデータベース
を設定する必要があります。SnapManager 処理を実行する前に、ターゲットデータベー
スと SnapManager リポジトリデータベースを設定してオンラインにする必要がありま
す。

ターゲットデータベースを設定します

ターゲットデータベースは、スタンドアロン、 Real Application Clusters （ RAC ）、
Automatic Storage Management （ ASM ）、またはサポートされるその他の任意の組み
合わせとして設定できる Oracle データベースです。

ステップ

1. ネットアップテクニカルレポート3633：『Best Practices for Oracle Databases on NetApp Storage_』を
参照して、ターゲットデータベースを設定します。

◦ 関連情報 *

"ネットアップテクニカルレポート 3633 ：『 Best Practices for Oracle Databases on NetApp Storage 』"

ターゲットデータベースのOracleデータベースユーザを作成し
ます

Oracle データベースユーザは、データベースにログインして SnapManager 処理を実行
するために必要です。ターゲットデータベースに _sysdba_privilege を持つユーザが存在
しない場合は、 _sysdba_privilege を指定してこのユーザを作成する必要があります。

• このタスクについて *

SnapManager は、ターゲットデータベースに対応する _sysdba_privilege が設定された任意の Oracle ユーザ
を使用できます。たとえば、 SnapManager では default_sys_user を使用できます。ただし、ユーザが存在す
る場合でも、ターゲットデータベースの新しいユーザを作成して、 _sysdba_privilege を割り当てることがで
きます。

OS （オペレーティングシステム）では、 OS 認証方式を使用することで、 Oracle データベースが OS に保
持されているクレデンシャルを使用して、データベースにログインして SnapManager 処理を実行するユーザ
を認証することもできます。OS によって認証された場合は、ユーザ名またはパスワードを指定せずに Oracle

データベースに接続できます。

手順

1. SQL*Plusにログインします。

sqlplus / AS sysdba ''

2. 管理者パスワードを指定して新しいユーザを作成します。
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create user_user_name identified by _admin_password;

`user_name`は作成するユーザの名前で'_admin_password_はユーザに割り当てるパスワードです

3. sysdba権限を新しいOracleユーザに割り当てます。

grant sysdba to user_name ;

リポジトリデータベースインスタンスを作成します

リポジトリデータベースインスタンスは、 SnapManager リポジトリを作成する Oracle

データベースです。リポジトリデータベースインスタンスはスタンドアロンのデータベ
ースである必要があります。また、ターゲットデータベースにすることはできません。

データベースにアクセスするには、 Oracle データベースとユーザアカウントが必要です。

1. SQL*Plus:sqlplus '/as sysdba’にログインします

2. SnapManager リポジトリ用の新しいテーブルスペースを作成します。'create

tableespacetablspace_name datafile /u01/app/oracle/oradata/datafiledata/ tablespace_name.dbf ' size

100M autoextend on；

tablespace _name は、テーブルスペースの名前です。

3. テーブルスペースのブロック・サイズを確認します’select tablespace_name’block_size from

dba_tablespaces ;

SnapManager では、表領域用に 4 、 000 以上のブロックサイズが必要です。

◦ 関連情報 *

"ネットアップテクニカルレポート 3761 ：『 SnapManager for Oracle ： Best Practices 』"

リポジトリデータベースインスタンスのOracleユーザを作成し
ます

Oracle ユーザは、にログインしてリポジトリデータベースインスタンスにアクセスする
必要があります。このユーザは、 _CONNECT_AND _RESOURLE_Privileges で作成す
る必要があります。

1. SQL*Plusにログインします。

sqlplus / AS sysdba ''

2. 新しいユーザを作成し、そのユーザに管理者パスワードを割り当てます。

'create user_user_name identified by _admin_password_default

tablespace_tablespace_name_quota unlimited on_tablespace_name;

◦ `_user_nameは’リポジトリ・データベース用に作成するユーザの名前です
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◦ 「admin_password」は、ユーザに割り当てるパスワードです。

◦ `tablespace_name`は’リポジトリ・データベース用に作成されたテーブルスペースの名前です

3. 新しいOracleユーザーにConnect権限とResource権限を割り当てます。

GRANT CONNECT’RESOURCE TO USER_name;

Oracleリスナーの設定を確認します

リスナーは、クライアントの接続要求をリスンするプロセスです。受信したクライアン
ト接続要求を受信し、これらの要求のトラフィックをデータベースに管理します。ター
ゲット・データベースまたはリポジトリ・データベース・インスタンスに接続する前
に’status’コマンドを使用してリスナーの構成を確認できます

• このタスクについて *

「status」コマンドを使用すると、リスナー設定の概要、リスニング・プロトコル・アドレス、およびそのリ
スナーに登録されているサービスの概要など、特定のリスナーに関する基本的なステータス情報が表示されま
す。

1. コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します*lsnrctl status*`

リスナー・ポートに割り当てられるデフォルト値は、 1521 です。
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